
 

 

Ⅰ 平成３０年度事業報告書 

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで） 

 

 当財団は、県民が主体となった地域社会の形成を促進するため、ＮＰＯやボ

ランティア、生涯学習をはじめとする県民の諸活動の支援、高齢者の生きがい

づくりや地域参加の促進及び就業機会の提供に関する事業を行い、あらゆる世

代が共に支え合う豊かな埼玉の発展に寄与するという社会的使命を有している。 

 県民活動の支援に関する事業では、ＮＰＯの運営やボランティア養成に関す

る講座を県内各所で実施するとともに、ＮＰＯ・ボランティア活動の中核とな

る「彩の国市民活動サポートセンター」を運営し、県民への情報提供やネット

ワークの推進を図った。また、指定管理を行う県民活動総合センターを核とし

て社会的課題からコンサートまで多様な学習ニーズに応える事業を実施した。

こうした学びの場の提供と併せて、生涯学習の成果が地域に還元されるよう市

民講師の養成や活用促進を図るなど多角的に取り組んだ。 

さらに、県民活動総合センターが様々な人々の活動の場として利用いただけ

るよう、地域や企業、団体等と連携した特徴的なイベントの実施や、広報の充

実、適切な管理運営による利便性の向上に努めた。また、東京 2020 オリンピッ

ク競技大会での柔道オーストラリアの事前トレーニングキャンプ宿泊地に決定

したことから、ジュニア選手の合宿を受け入れた。 

 高齢者のいきがいづくりや地域参加の促進を図る事業では、彩の国

いきがい大学を運営し、新たな仲間づくりとともに地域で活躍できる

人材の育成を目指すカリキュラムを実施した。また、高齢者の健康増

進や介護予防に役立つセミナーの開催や高齢者の 活動支援を行った。 

 就労意欲のある高齢者の 就業や能力の活用促進に関する事業では、

高 齢 者 の い き が い 就 労 支 援 の 拠 点 で あ る 地 域 の シ ル バ ー 人 材 セ ン タ

ーの運営基盤の強化のため、法律相談や会計監査などを実施した。  

 また、シルバー人材センターのイメージ転換・向上のため、愛称を

「シニアパワーステーション」に決定した。さらに、多様な就業機会

を提供するため、派遣先企業の開拓、会員人材の発掘や会員技能の向

上に努め、派遣事業の拡大に取り組んだ。  

 



 

 

Ⅰ－１  事業の概要  

 

１ 県民活動の支援に関する事業 

 （１）県民活動支援のための講座の開催 

   ア ＮＰＯ活動やボランティア活動を支援するため、市町の市民活動サ 

    ポートセンターや大学と連携し、ボランティアを養成する講座やＮＰ 

Ｏの運営について学ぶ講座を県内各所で実施した。 

イ 生涯学習の成果として習得した知識や技能を地域に還元できるよう 

市民講師を養成する講座を実施するとともに、市町村生涯学習施設で 

の活動の場の提供、スキルアップのためのセミナー等を実施した。 

ウ 情報化に対応する講座、文化教養に関する講座、スポーツに関する 

 講座など、多様な学習ニーズに対応した講座を実施するとともに、「大 

 野雄二ジャズトリオ」や「渡辺香津美ソロギター」などのコンサート 

 を開催した。 

 

（２）県民活動団体への支援 

  県民活動団体の活動が一層活発なものになるよう、子育て支援を行う 

 ＮＰＯやボランティア団体等と協働で「子ども夢未来フェスティバル」 

などの事業を実施した。 

 

（３）彩の国市民活動サポートセンターの運営 

  ＮＰＯ活動やボランティア活動に関する情報提供・相談を行うととも 

 に、「埼玉市民活動サポートセンターネットワーク」事務局として市町 

 の市民活動サポートセンター職員を対象に研修会を実施し、関係団体と 

のネットワークの強化を図った。 

 

（４）埼玉県県民活動総合センターの運営 

    埼玉県県民活動総合センターの指定管理者として、施設を適切に維持 

   管理し、利用に供した。コンビニエンスストアを設置するとともに、会  

   議室の音響設備・椅子を更新するなど、施設の利便性を高めた。 

    また、シルバー人材センター会員による学習教室（「けんかつグリー

ンスクール」）や、いきがい大学学生等によるファッションイベントな

ど、財団が実施している彩の国いきがい大学事業、シルバー人材センタ

ー連合事業と連携し、それぞれの事業効果がさらに高まる工夫を行った。 

    さらに、東京 2020 オリンピック競技大会での柔道オーストラリアの事 

   前トレーニングキャンプ宿泊地に決定したことから、ジュニア選手の合 



 

 

   宿を受け入れ、ボランティア講師による日本文化体験などを行った。 

    貸館でのイベントを誘致したこともあり、全体の利用者数は前年度を 

   上回った。 

 

  主な実施イベント 実施日 参加者数(人) 

 けんかつバラフェスタ ５月 20 日    4,643 

 けんかつ夏まつり 

 ジャズフェスティバル 

 ブルワリーフェスタ 

８月 18 日   

 

 8,798 

 彩の国いきいきフェスティバル 11 月 18 日   20,232 

 けんかつ鉄道フェア ２月 16 日   16,074 

 子ども夢未来フェスティバル ３月 17 日   10,005 

 

２ 高齢者の生きがいづくりや地域参加及び地域貢献の促進に関する事業 

 （１）彩の国いきがい大学の運営 

    高齢者が地域で活動するための知識や技術を習得する機会を提供し、

地域活動のリーダーとして活躍できる人材を育成するため、県内各地で

一般課程を６学園、専攻課程を６学園運営し、１，３０５人の高齢者の

方々に学習機会を提供した。 

また、約４，７００人の卒業生組織（校友会）と連携し、いきがい大

学の一部の講座を学生以外に開放し、広く県民に周知するため、著名な

講師による公開学習や特別講座を開催した。 

 

（２）高齢者いきがい支援センターの運営 

    高齢者が集い、交流する「地域活動交流スペース」や高齢者の健康増

進を支援する「健康サポートコーナー」の運営を行った。 

また、高齢者の健康づくりを支援するため、専門家による健康増進に

関するセミナーを開催したほか、介護予防に役立つシニア向けのレクリ

エーション実践者セミナーを開催するなど、高齢者の健康増進や介護予

防の推進を図った。 

 

（３）情報誌発行 

  アクティブシニアのための情報誌「あぷろく」を４回発行し、高齢者

の生きがい、健康づくり及び社会参加活動に役立つホットな情報を提供

した。 

 



 

 

（４）いきいき創作展の開催 

絵画や写真など、高齢者の日頃の文化創作活動の成果を発表する場と

して、プラザノース（さいたま市）を会場に５３７点の作品を展示し、

２，３９５人の来場者があった。 

なお、優秀作品は、翌年度の第３２回全国健康福祉祭（ねんりんピッ

ク）和歌山大会の美術部門に出品される。 

 

（５）全国健康福祉祭埼玉県選手団の派遣 

  高齢者の国体と呼ばれる第３１回全国健康福祉祭（ねんりんピック）

とやま大会に埼玉県選手団１５８人を派遣し、弓道（決勝トーナメント

優勝）、囲碁（団体戦優勝）、サッカー（ブロック優勝）など優秀な成

績を修めた。 

 

３ 就労意欲のある高齢者の雇用・就業及び能力活用の促進 

（１）シルバー人材センター・高齢者事業団の支援 

  財団は、埼玉県から指定を受けている「埼玉県シルバー人材センター

連合」として、県内のシルバー人材センター・高齢者事業団の安全で適

正な業務運営に係る支援を行っている。 

平成３０年度は、各センターの組織や事業の運営に係る助言、法律等

の相談や適正な経理事務の徹底に向けた会計監査などを行った。 

 

（２）労働者派遣事業の実施 

  高齢者の多様な就業機会を提供することを目的に当財団が主体となっ

て実施する労働者派遣事業では、適切な事業運営のため派遣実施事務所

との運営会議や実務者研修を９回開催し情報の共有化と担当職員の資質

向上を図った。 

また、厚生労働省からの委託を受け「高齢者人材育成講習」を２４回

実施し、会員の拡大、技能の向上を進めた。 

この結果、対前年３７％増額の総契約額２０億８千６００万円、就業

延人員３９万６千人日と伸長している。総契約額における全国順位は前

年度の４位から２位に上昇した。 

 

（３）会員、就業機会の拡大に向けた普及啓発 

シルバー人材センターのイメージ向上を図るため、県内シルバー人材

センターの愛称を公募し、全国４０都道府県から計２，３０５件の応募

があった。外部識者等による選考委員会での審査の結果、愛称は、元気



 

 

なシニアの力強さや分かりやすさ、親しみやすさなどが評価された「シ

ニアパワーステーション」に決定した。愛称に親しんでもらえるようロ

ゴマークを制作し、名刺や印刷物への掲載、イベントでの掲示など、普

及・浸透に取り組んでいる。 

また、衣料品販売の大手企業や美容学校と連携してシニアのファッシ

ョンイベントを開催した。モデルをシルバー人材センターの会員などが

務めた。女性モデルは、平成２９年度に作成した「※シルボンヌスカー

フ」を着用し出演。イベントでは、スカーフの結び方などの活用法も紹

介した。 

※シルボンヌ：「silver（シルバー）」とフランス語で女性の「お手伝い」、｢親切」、

｢優れた」という意味の「bonne（ボンヌ）」を合わせた造語 

 

（４）シルバー・ワークステーション事業の実施 

  会員の多様な就労機会の拡大を図るため、事務系職種や介護、保育、

スーパーマーケット等の人手不足分野を中心に派遣先企業の開拓及び会

員とのマッチングを推進し、新たな派遣契約１，０９５件、マッチング

件数２，３０３件（人）を達成した。 

  また、「６５歳からの生き方セミナー」を県内各地で３回開催し、シ

ルバー人材センター会員となる人材発掘を行った。 


